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世界で最も持続可能な100社「GLOBAL100」

2022年日本企業最上位（22位）、5年連続7回目の選出

社会からの評価
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中期経営計画 Drive 2022の進捗
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・事業体質（収益力）強化に継続して取り組み、次期中期経営計画へ向け「成長」へシフト

EBITDA（億円） 704 865 931 977 1,198 1,193 1,267 1,334 1,376 1,373 1,332 1,166 1,376 1,500

配当 10円 13円 15円 18円 23円 27円 30円 35円 40円 44円 46円 47円 49円 59円



長期ビジョン「Vision 2030」 全体像
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ケーパビリティ



製品による社会課題解決を行いながら培ってきた技術プラットフォーム

最適な技術を掛け合わせ、ソリューションを提案する「加工の力」

加工の力 ２８の技術プラットフォーム
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長期ビジョン実現への羅針盤「戦略領域マップ」を策定

強みを活かせる領域での社会課題解決へ「先取り変革」していく

先取り変革 戦略領域マップ
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従業員の自立的な参画と挑戦によって、グループ一体となってESG経営を進める

人材 一人ひとりの挑戦
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社会課題解決のDNA

ダイバーシティ
従業員一人ひとりの持ち味を積極的に活かす

働き方改革
働きやすさと働きがいの両立

健康経営
こころ、からだ、そしきの Well-Being

３.  土台の磨き上げ

役割基軸の人事制度へ転換
次世代リーダーの育成、任命強化

定年延長
全世代の活躍支援

評価制度刷新
従業員の積極参画、挑戦の促進

２.  適所適材の人材マネジメント

ビジョンキャラバン
経営トップと従業員の直接対話

展開ワークショップ
各職場における実践・展開

１.  長期ビジョン展開

従業員が挑戦したくなる
「活力あふれるいい会社」
従業員が挑戦したくなる

「活力あふれるいい会社」



長期ビジョン実現のため、成長戦略・構造改革を加速、下支えする変革ドライバー

DX（デジタル・トランスフォーメーション）
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■グローバル経営基盤強化

基幹システム（グローバルERP)の刷新

現状ビジネスに最適化したシステムからグローバル化へ

■ 購買DX

間接購買システムの刷新

グローバルでの購買業務の標準化と取引データの可視化

■ サイバーセキュリティ強化

情報セキュリティ方針を策定し、対応体制を整備し、対策に継続的に取り組む

■ 営業・マーケティングDX

効率的な業務モデルの標準化と業務プロセスの見える化

受注拡大プロセス強化の展開実施

DX

「データ駆動型経営」
による

長期ビジョンの実現

DX

「データ駆動型経営」
による

長期ビジョンの実現
■ ＭＩ (マテリアルズ・インフォマティクス）

データ統合による材料開発の基盤構築

最先端外部技術を導入し素材データ統合MIの基盤構築

ビジネスプロセス／モデル変革

ガバナンス革新

国
内
主
要
拠
点
へ
の
展
開

海
外
拠
点
へ
の
展
開

FY２２ FY２５
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環境課題への取り組みと新たな技術の進捗



環境課題への取り組み

「気候変動」「資源循環」「水リスク」の３つの課題解決が、“生物多様性が保全

された地球”の実現につながる。戦略的に取り組みを実施

2050年

生物多様性が保全された地球

気候変動 資源循環 水リスク

2050年

GHG排出ゼロ
の実現

2050年

サーキュラー
エコノミーの実現

2050年

健全な水に満ちた
社会の実現



カーボンニュートラルの実現へ新たな目標設定
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カーボンニュートラルの実現を目指し、2030年のGHG排出量削減目標を引き上げ

脱炭素ロードマップ



技術的難易度の高い「生産プロセス革新」にも取り組み、GHG排出量削減を前倒し

１．５℃目標へ
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フィルム型ペロブスカイト太陽電池①
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※太陽電池規格（IEC61215）準拠
主要耐久性試験 5項目クリア

３０ｃｍ幅でのロール・ツー・ロール要素技術完成

屋外耐久性１０年相当確認 発電効率15.0％達成

フィルム型ペロブスカイト太陽電池は軽量で柔軟。さまざまな場所への設置が可能。

当社独自技術（封止・プロセス・材料・成膜）が詰まった次世代太陽電池。

〈ペロブスカイト太陽電池 断面構造〉



技術開発と実証実験、連携を加速し、２０２５年事業化を目指す

フィルム型ペロブスカイト太陽電池②
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＊関係者協議により今後変更される
可能性があります

「うめきた（大阪）駅」資料提供 JR西日本

NEDO GI基金で解決を図る

・１ｍ幅の製造技術確立

・歩留まり改善

・発電効率／耐久性のさらなる向上

設置、施工方法など確立 脱炭素化支援機構出資

・協業先の発掘

・新たな脱炭素ビジネスの

アイデア模索

２０２５年、事業化へ

実用幅での製造技術確立 各種用途実証実験推進 連携の推進



フィルム型ペロブスカイト太陽電池③
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西日本旅客鉄道(株)様

「JR WEST LAB」一般共用施設への世界初採用

うめきた(大阪)駅イメージパース

←積水ハウス
梅田スカイビル

〇事業化を見据えた実証実験と社会実装展開

社会実装の例実証･施工実験計画(協業企業との共同実施)

社会実装計画(実証･施工実験後に施工予定)

〇グローバル展開に向けて、市場調査の開始
(生産設備増強必須、性能･耐久性向上の達成)

秘密保持契約の為、詳細は非公開



研究開発項目・事業規模

①耐久性加速試験劣化
率改善

②寿命予測

実施スケジュール
2021 2025 2030

研究開発期間（国費負担有）

実施主体

立命館大学

積水化学

立命館大学

積水化学

2032…

③劣化要因解明

④ バリアフィルム開発

更なる高耐久化

研究開発計画の実施スケジュールと進捗

事業化
KPI:屋外20年相当の
耐久加速試験クリア

耐熱劣化率5％

研究開発内容

大阪万博への出展 国際標準化

対湿熱劣化率5％
耐湿熱加速試験

バリア性分布改善

高バリア材料・積層構造適用

耐熱加速試験
成果活用成果活用

KPI:劣化モ
デルの構築

KPI:劣化率・加
速係数の導出

加速係数の導出

光劣化モデル

曝露試験と加速試験データ収集
劣化率の導出

光劣化解明

加速係数評価

劣化係数適用

熱劣化モデル 応力劣化モデル

温度ｻｲｸﾙ劣化解明熱劣化解明

連携

発電コスト
14円/kWh

当初計画
（前回計画）

実績
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当初計画
（前回計画）

実績
当初計画

（前回計画）
実績

当初計画
（前回計画）

実績

① モジュール変換効率向上

(1)高効率高耐久性の
両立

東京大学
九州大学

京都大学

積水化学

(2) 開放電圧向上メカニ
ズム解明

測定装置の整備 Voc損失評価 成果活用 KPI:Voc損失<0.45 V

KPI:ﾐﾆﾓｼﾞｭｰﾙ変換効
率20%と耐久両立

成果活用
成果活用

劣化メカニズム明確化

材料開発（添加材・PVK）

セル作製・評価技術開発

封止技術開発
迅速で
継続的な
PDCAの
実行

ﾐﾆﾓｼﾞｭｰﾙ17%
耐久有

KPI:30cmﾓｼﾞｭｰﾙ変換効率
15％と耐久両立要素技術合わせ込み

R2Rﾌﾟﾛｾｽで作製の
30cmﾓｼﾞｭｰﾙにて15％

積水化学② 幅広製造技術構築 1m幅ﾊﾟｲﾛｯﾄ機導入完了
各種製造設備導入・立ち上げ

KPI:R2R製造ライン1m幅化1m幅製造条件検討

1m幅製造技術確立

積水化学
(3) 30cm角内の面内分布
改善

幅方向バラつき要因改善 ⾧尺方向バラつき要因改善

成果活用

KPI:30cm角内の面内の
ﾐﾆｾﾙ変換効率平均16.5％

ﾐﾆﾓｼﾞｭｰﾙ20%
耐久有

⾧尺方向安定化

ミニセルでの
Voc損失評価

幅方向安定化 成果活用

2．
パネルコスト
低減

当初計画
（前回計画）

実績

当初計画
（前回計画）

実績

当初計画
（前回計画）

実績

当初計画
（前回計画）

実績

当初計画
（前回計画）

実績

社会実装

1. 
耐久性向上



GI基金事業計画・研究開発計画の関係性

積水の活動全体

積水の事業計画:経営のコミットメントの対象

1社3団体コンソーシアムによる研究開発計画
:支援の対象 (2.研究開発計画)

積水化学の
研究開発計画

新生産･開発拠点の構築

・愛知県蒲郡市
・1m幅R2R生産ライン
・製品認証の取得
・出荷体制､流通構築

①社内既存事業領域でのシナジー創造

②積水グループ・協業企業とのシナジー創造

③協業パートナーとの新分野・用途開拓

ESG経営推進部

生産基盤強化センター

知的財産グループ

購買グループ

法 務 部

環境･ライフラインカンパニー

高機能プラスチックスカンパニー
既存事業･製品への組み込みの検討･実証実験

既存事業領域への展開検討

積水樹脂、積水化成品、積水アクア、他

建材､屋根､水上ソーラー､壁､防音壁､その他

・有利購買支援

・知財戦略の立案支援
・グローバル出願支援
※「抜け」の無い出願支援

・LCA算定支援
(全工程のCO2算出)

・社内脱炭素計画へ折込
・実証導入推進

社内支援組織 …

・生産技術支援

･30cm幅製造技術確立
･1m幅パイロット機の

導入､稼働
･性能向上(効率･耐久性)

東京大学の
研究開発計画

立命館大学の
研究開発計画

・各種契約のﾘｰｶﾞﾙﾁｪｯｸ

京都大学
再委託
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住宅カンパニー

まちづくり事業、ハイム事業への展開検討
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⾧期ビジョンで目指す姿に向けて



成長イメージと戦略投資
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業容倍増に向け、経営資源を積極投入する

高性能住宅・住関連サービス
の提供で、ひとびとの安心・
安全・快適なくらしを支える

多様な機能材料で、
グローバルにインフラ課題を
解決し、社会基盤を支える

進化する医療に貢献する
製品・システム・サービスで
グローバルにひとびとの
健康・長寿社会を支える

高付加価値材料で、
社会・くらしを進化させる

様々な機器の発展を支える



イノベーションによるサステナブルな社会の実現へ
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積水化学グループのESG経営




